
考えてみませんか　買い物環境について
～地域であんきに暮らせるために～

【
買
い
物
支
援
事
業
に
つ
い
て
】

　
市
で
は
、
買
い
物
環
境
を
整
え
る

た
め
に
、
買
い
物
支
援
事
業
を
積
極

的
に
展
開
し
、
行
政
と
民
間
事
業
者

が
連
携
し
、
地
域
住
民
の
課
題
の
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
特
集
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
こ
の
よ
う
な
現
状
を
受
け
止
め

て
い
た
だ
き
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
つ
ま
で
も
あ
ん
き
に
暮
ら
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
市
が
取
り
組
ん

で
い
る
２
つ
の
事
業
を
紹
介
し
ま

す
。

●
移
動
ス
ー
パ
ー
支
援
事
業

　
買
い
物
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、

当
市
で
も
い
ち
早
く
取
り
組
ん
だ

事
業
が
移
動
ス
ー
パ
ー
支
援
事
業

で
す
。移
動
ス
ー
パ
ー
と
は
、
予
め

巡
回
す
る
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
生
鮮

食
品（
鮮
魚
、
青
果
、
精
肉
）や
日
用

【高齢化社会の到来について】
　全国的に少子高齢化が進む中、当市の高齢化率（37.76％）
は全国平均（27.4％）を大きく上回り、河合町・宮川町・神
岡町の高齢化率は、すでに40％を超えています。
　さらに市内の高齢者のみの世帯数は、約2,900世帯にお
よび、約３世帯に１世帯が高齢者のみの世帯という現状に
あります。
　このように、当市はひと足早く本格的な高齢化社会を迎
えており、高齢者の生活に関する様々な支援が必要な状況
を迎えています。
※高齢化率＝全国平均は平成29年1月1日現在
　　　　　（飛騨市は平成30年1月1日現在）
※高 齢 者＝65歳以上の方

【買い物環境について】
　市内では、これまで身近にあった地元の商店が、後継者
不足や合理化などで閉店となる事例が増えていることか
ら、買い物に対し何らかの支援が必要な高齢者が増えてい
ます。
　さらにこの問題は、高齢者だけではなく、いずれ市民の
誰もが関係してくると考えられます。もしかしたら、自分が
数年後に自動車の運転ができなくなり、今まで当たり前の
ようにあった近くの商店も閉店となり、買い物に行きたく
ても行けなくなることが起こるかもしれません。そのような
日が来た時に慌てても、すぐには買い物ができる環境は整
いません。いざという時に備え、あんきに暮らせる環境を
整える準備をしていく必要があるのではないでしょうか。

生
活
物
資
な
ど
を
自
動
車
で
販
売

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
自
宅
や
近
隣
に

週
１
〜
２
回
程
度
巡
回
し
ま
す
。こ

の
サ
ー
ビ
ス
は
、
民
間
事
業
者
が
主

体
と
な
り
、
お
店
が
近
く
に
な
い
地

域
や
、
お
店
ま
で
の
外
出
の
し
づ
ら

さ
を
感
じ
て
み
え
る
高
齢
者
な
ど

の
日
常
生
活
の
助
け
舟
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
現
在
市
内
で
は
、
神
岡
町
の
『
ま

ご
こ
ろ 

け
い
ち
ゃ
ん
＆
よ
し
さ

ん
』、『
と
く
し
丸
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス

ト
ア
さ
と
う
）』、『
Ｊ
Ａ
ひ
だ
』、
河

合
町
の
『
薮
下
食
料
品
店
』
の
４
つ

の
事
業
者
が
運
行
し
て
お
り
、
小
規

模
集
落
を
は
じ
め
、
ほ
ぼ
市
内
全
域

（
一
部
市
街
地
等
を
除
く
）
を
巡
回

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
移
動
ス
ー
パ
ー
は
買
い
物

支
援
だ
け
で
な
く
、
社
会
参
加
の
促

進
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。複
数
の

利
用
者
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
場

所
は
、
買
い
物
を
し
な
が
ら
、
世
間

話
に
花
を
咲
か
せ
る
と
い
っ
た
、
地

域
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
定
期
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
お
客
さ
ん
の
様
子
の
変
化
や

何
か
問
題
が
見
つ
か
れ
ば
市
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
、
消
防
署

な
ど
に
す
ぐ
に
連
絡
が
入
る
体
制

を
と
っ
て
お
り
、
行
政
と
連
携
し
た

見
守
り
支
援
も
兼
ね
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
に
移
動
ス
ー
パ
ー
は
、
高
齢

者
の
生
活
支
援
の
幅
広
い
分
野
で

大
き
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

※
移
動
ス
ー
パ
ー
を
ご
利
用
さ
れ

て
み
た
い
方
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

２
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特
集

●
地
域
複
合
サ
ロ
ン
事
業

　
市
で
は
、
お
店
が
近
く
に
な
い
地

域
で
買
い
物
が
で
き
、
集
い
語
ら
う

場
を
作
り
だ
す
こ
と
を
目
的
に
、
市

と
コ
ー
プ
ぎ
ふ（
生
協
）が
連
携
し
、

実
証
試
験
と
し
て
宮
川
町
地
内
で

地
域
複
合
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
サ
ロ
ン
で
は
、
市
が
地
域
住

民
へ
の
開
催
周
知
、
会
場
の
提
供
、

お
試
し
注
文
の
受
付
な
ど
を
行
い
、

コ
ー
プ
ぎ
ふ
が
、
同
社
の
コ
ー

ヒ
ー
、
お
茶
、
お
菓
子
な
ど
の
無
償

提
供
や
、
食
品
の
試
食
提
供
を
行
い

な
が
ら
、
同
社
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
説
明
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
11
月
、
１
月
、
３
月

に
、
宮
川
振
興
事
務
所
で
「
み
〜
ん

な
よ
ら
ま
い
か
！
」を
開
催（
予
定
）

し
て
い
ま
す
。11
月
に
は
第
１
回
目

の
「
み
〜
ん
な
よ
ら
ま
い
か
！
」
を

開
催
し
、
宮
川
町
民
18
名
の
参
加
を

行
う
予
定
で
す
。ま
た
、
よ
り
手
軽

に
買
い
物
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
を
行
い
、
こ
の
「
み
〜
ん
な
よ
ら

ま
い
か
！
」
を
モ
デ
ル
に
他
の
地
域

で
の
開
催
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
地
域
で
あ
ん
き
に
暮
ら
せ
る
た
め
に
…
】

　
市
内
に
は
、
今
回
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
市
の
事
業
の
他
に
も
、
配

達
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
高
齢
者
に
配
慮

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
商

店
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
い
つ
ま
で
も
、
元
気
で
、
あ

ん
き
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
市
で
は

民
間
事
業
者
や
地
域
の
方
々
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
検
討

し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、
今
回
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
買
物
支
援
事

業
を
は
じ
め
と
す
る
、
効
果
的
か
つ

実
用
的
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
今
後

も
さ
ら
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

い
た
だ
き
ま
し
た
。コ
ー
ヒ
ー
や
お

菓
子
、
試
食
品
を
食
べ
な
が
ら
楽
し

い
交
流
の
時
間
を
過
ご
さ
れ
、
コ
ー

プ
ぎ
ふ
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
み
た
い
と
の
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
今
後
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
地

域
の
特
性
を
活
か
し
た
催
し
物
や
、

参
加
者
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
地
域
独
自
の
サ
ロ
ン
運
営
を

【移動スーパー まごころ けいちゃん＆よしさんからのメッセージ】
　「皆さんの中で１０メートルを歩くのに不便を感じる人はどれくらいいるでしょうか。スーパーが近くにあるのに行けな
い人がこの街にいる現実。何歳になっても楽しい買い物を、家の前で、歩くことが不自由な方は居間の窓を開けて、楽し
めるようにしたのが移動スーパーです。週に１～２回、曜日と時間を決めて訪問するので、見守りもできます。訪問したら
具合が悪く救急車を呼んだ事、雪またじをした事、重い灯油缶を運ぶ事もありました。ただ、商品を販売しに行くのでは
なく、ヘルパーさんが出来ない仕事を、誰かに頼めない事を、気軽に頼めます。移動スーパーは、家に一人でいて笑う事も
ない一日を、顔と顔を見て心の底から笑って会話することが出来る究極のエンターテインメントだと思います。」

飛騨市×コープぎふ連携事業「地域複合サロン」実証試験全体像

コープぎふ

・コープぎふの宅配サービス利用による買い物支援対策に
・公共交通機関を効果的に利用し、閉じこもりの解消に
・サロンでおしゃべりや、催しものを楽しむことにより生きがいのもてる生活へ

（事業目的）

（事業効果）

飛騨市 

・地域住民への周知
・公共交通機関の有効活用
・会場の無償提供
・運営スタッフ（ボランティア）の養成

・コープぎふ商品の紹介
・サービス利用の説明
・コーヒー、お茶、菓子などの提供

地域複合サロン

連携・協同
×

宮川振興事務所×コープぎふ連携企画 

実証試験 「み～んなよらまいか！」の開催 
●日時 ： 

●場所 ：

第１回11月15日（水） ＡＭ10：30～12：00
第２回 1月24日（水） ＡＭ10：00～
第３回 3月14日（水） 予定
宮川振興事務所 １Ｆフロア

３ 2018年２月号

地域包括ケア課 0577-73-6233

題
ろいろい

話のちま

20

えごま商品やタペストリーを手に集合写真

飛騨市を「えごまの町へ」
１月11日（金）　市役所　第１ミーティングルーム

様々なプロジェクトがスタート

　市では、「飛騨えごま」の更なるブランド化を目指し、市
内外にＰＲする取り組みや健康まちづくりへの取り組みな
どを行う「飛騨えごまの里推進プロジェクト」として官民一
体となって事業を進めています。
　この日はプロジェクトの発表のため記者発表が行われ、
えごま栽培農家やアルプス薬品工業（株）、えごま商品を
取り扱う販売企業など９人が参加しました。
　同プロジェクトのキックオフイベントとして、１月14日
（日）～21日（日）には「飛騨えごまＷＥＥＫ」として、ワー
クショップや飲食店等によるえごま料理の提供などが市内
で行われました。

孫やひ孫と記念写真

これからもお元気で
１月４日（木）　河合町

政井吉郎さん100歳長寿者褒賞

　河合町の政井吉郎さんが百歳を迎えられました。都竹市
長や市民福祉部の柚原部長などが自宅を訪問し、賞状やお
祝いの花束などを政井さんに手渡しました。
この日は娘夫婦や孫、ひ孫らもお祝いに駆けつけました。
　政井さんは「仕事など続けてこられたのも健康でいられた
からだと思う。これからも毎日の散歩を続けて健康で元気に
過ごしたい」と話していました。
　都竹市長は「政井さんは本当にお元気で、こちらの方が元
気をもらえる。これからも笑顔で過ごしてください」と話して
いました。

飛騨市経済界の更なる発展を
１月６日（土）　神岡町　船津座

新春経済懇談会が行われました

亀谷会頭のあいさつ

　飛騨市新春経済懇談会が神岡町の船津座で行われ、市内
の企業代表者や各種団体役員、行政関係者など約120人が
参加しました。
　この懇談会は、新春を迎え、飛騨市の更なる発展のため
に、経済団体をはじめとする関係者が新年の抱負や希望を
語り合う場として毎年行われています。
　祝宴では、市議会の葛谷議長による乾杯や神岡民踊保存
会による座付、湊、神岡めでたなどの祝唄が行われました。
　会場では、参加者同士の意見交換や情報共有が行われ、
交流を深めました。

締結式には「ぽすくま」も駆けつけました

ふるさと納税に新たなサービスを追加しました
１月15日（月）　市役所　第１ミーティングルーム

全国で10番目の取り組み

　日本郵政株式会社東海支社と飛騨市は「郵便局のみまも
りサービス」をふるさと納税の返礼品とすることに関する協
定」を締結しました。
　このサービスは、期間中、毎月１回郵便局員が自宅を訪
問、普段の生活内容などの聞き取りや、写真の撮影を行い、
申込者に報告をする仕組みとなっています。ふるさと納税制
度を通して、現在市外在住の方が、市内にお住まいの親、兄
弟、親戚などを定期的に見守ることができるようになりま
す。
　同様の協定の締結は、東海４県で初、全国で10番目の取
り組みです。


